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 （基幹技術抽出の観点に該当する程度を観点ごとに評価、  大、中、小、なし  から選択） 










































 2.2. アンケート実施状況 
対象者： 「科学技術の中長期的発展に係る俯瞰的予測調査」分科会委員 １８８名 
方 法： 調査票を郵便及び電子メールで送付、いずれかの方法での回答を依頼 
期 間： ２００４年８月１７日～８月３１日 
回 収： 送付 １８８通、回収 １１９通 （回収率 ６３％） 
 
表１： 回答者の内訳 
 送付 回収 
所属 送付数 回収数 割合 
大学 96 47 39.5% 
公的研究機関 36 29 24.4% 
民間、その他 56 43 36.1% 




あり ある程度 関心あり 
情報・通信 17.0% 28.8% 54.2% 
エレクトロニクス 20.5% 32.7% 46.7% 
ライフサイエンス 15.4% 25.0% 59.7% 
保健・医療・福祉 20.1% 20.6% 59.3% 
農林水産・食品 20.9% 27.1% 52.0% 
フロンティア 14.2% 18.0% 67.8% 
エネルギー・資源 23.6% 23.4% 53.0% 
環境 18.8% 23.3% 58.0% 
ナノテク・材料 21.7% 27.6% 50.7% 
製造 19.7% 19.7% 60.7% 
産業基盤 4.5% 16.3% 79.2% 
社会基盤 9.2% 18.8% 72.0% 
社会技術 10.9% 12.4% 76.7% 






全回答数：Ｎ全  「大」回答数：Ｎ大  「中」回答数：Ｎ中  「小」回答数：Ｎ小  「なし」回答数：Ｎなし
・我が国の技術水準（設問④～⑥） の場合 
指数＝（10.0×Ｎ日＋7.5×Ｎやや日＋5.0×Ｎ等＋2.5×Ｎやや相＋0.0×Ｎ相）／Ｎ全
















指数に基づく順位＊ ランク 分類 
１～２１位 （上から 1/6 まで） ５ 
２２～４２位 （上から 1/3 まで） ４ 
上位 
４３～６３位 （上から 1/2 まで） ３ 中位の上 
６４～８４位 （下から１/2 まで） ２ 中位の下 
８５～１０５位 （下から 1/3 まで） １ 















３．５ 以上 高 
２．５ または ３．０ 中 












（ⅰ） 経済の発展や産業の国際競争力強化の基盤となるもの → ［経済発展］ 
（ⅱ） 安全・安心の確保など我が国の維持に必要な科学技術で、長期的視点に立って着
実に推進する必要があるもの → ［国の維持］ 
（ⅲ） 大きな技術革新を促し知の世紀を先導するなど、国際社会の中で我が国がリーダー














































































































































































































































































































上位：国の関与の必要性ランク５及び４（上から 1/3）  中位の上：国の関与の必要性ランク３、 
中位の下：国の関与の必要性ランク２  下位：国の関与の必要性ランク１及び０（下から 1/3） 
＊技術水準の分類（対米国ランク、対欧州ランクの平均を使用） 




































































上位：国の関与の必要性ランク５及び４（上から 1/3）  中位の上：国の関与の必要性ランク３、 
＊技術水準の分類（対米国ランク、対欧州ランクの平均を使用） 
中位の下：国の関与の必要性ランク２  下位：国の関与の必要性ランク１及び０（下から 1/3） 



























































































































上位：国の関与の必要性ランク５及び４（上から 1/3）  中位の上：国の関与の必要性ランク３、 
中位の下：国の関与の必要性ランク２  下位：国の関与の必要性ランク１及び０（下から 1/3） 
＊技術水準の分類（対米国ランク、対欧州ランクの平均を使用） 












































































生物多様性 生態系 な の解明と の複雑 相互作用
高齢化社会 向 /福祉に けた医療
環境災害
人口非集中地域の社 盤会基 技術
高齢化社会に し 盤技術対応 た社会基 暮らしの /安全 安心/安定
都市の安全/安 安心/ 定
教育 学習/ 支援技術
水資源 総 管理技合的な水 術

























化石資源 クリの ー 術ン利用技














社 ム ための会システ 化の 情報処理
水素エ シ ムネルギー ステ 再生可能エネルギー




























区分 高 中 低 計 
重点４分野該当 0 8 17 25 
重点４分野以外 0 9 13 22 
計 0 17 30 47 
＊技術水準の分類（対米国ランク、対欧州ランクの平均を使用） 














































































































































候を発見することは、科学的な意義がきわめて深 術的にも大きなチャレンジ。 ● ▷ 《
惑星探査技術 太陽系がどのようにして作られ、どのように進化していくかを明らかに。この目標にむかっ















































































































































タの活用による生態系の動態予測技術、影響評価技術、そして生態系管理技術 ▶ ▷ ◇
再生医科学 人工網膜や人工鼓膜と知覚神経系とのインターフェイスが可能になり、治療の選択肢が


























































レータの登場に伴い、高分解能のモデルが開発される。 ▶ ▷ ◇
資源再利用 廃プラスチック類のエネルギー利用技術、農業・食品系の廃棄物及び、廃棄建材などの




























































関与 現在 5年前 現在 5年前 現在 5年前
超大規模情報処理 9.21 8.36 7.52 7.53 4.53 3.68 7.02  6.62  9.04  9.36 
ヒューマンサポート（人間の知能支
援） 




6.82 6.28 6.90 5.87 4.36 3.82 5.58  5.33  8.59  8.95 
情報セキュリティ 7.76 8.48 6.98 7.47 2.10 1.68 4.30  3.98  7.85  8.27 
社会システム化のための情報技術 7.78 7.99 7.08 7.94 3.18 2.62 4.83  4.19  7.61  7.97 
情報通信新原理 7.11 6.81 7.63 6.74 2.68 2.26 3.93  3.78  8.15  8.29 





8.37 7.91 7.05 6.83 2.12 1.71 4.74  4.73  8.09  8.24 
集積システム 8.91 8.14 7.75 6.90 4.15 4.19 6.04  6.19  7.87  8.31 
シリコンエレクトロニクス 8.37 7.80 7.08 5.92 3.68 3.72 6.45  6.62  7.37  8.18 
オプト＆フォトニックデバイス 8.05 7.40 7.35 6.83 5.38 5.39 6.47  6.51  8.85  8.95 
ワイヤレスエレクトロニクス 8.37 7.11 6.59 6.22 4.65 4.23 6.16  5.83  8.08  8.51 
バイオ融合エレクトロニクス 7.24 7.07 7.78 6.67 2.83 2.70 4.28  4.26  7.96  8.04 
分子・有機エレクトロニクス 7.48 6.83 7.35 6.67 4.49 4.08 5.45  5.33  8.40  8.55 
ストレージ 7.91 6.90 6.75 5.24 4.75 4.23 6.50  6.41  8.31  8.33 
ディスプレイ 8.00 6.52 6.74 5.08 7.98 7.68 8.21  8.11  7.68  8.54 
エネルギー変換・蓄積デバイス 8.41 7.89 7.26 6.75 5.88 5.71 6.69  6.54  8.59  8.75 
デジタル家電 8.64 7.12 6.59 4.73 8.23 8.00 8.72  8.50  8.66  9.00 
ユビキタスエレクトロニクス 8.41 7.46 6.67 6.43 5.51 5.20 6.79  6.78  8.40  8.55 
ロボットエレクトロニクス 7.62 6.90 6.75 6.19 6.73 6.58 7.88  7.63  9.42  9.41 
カーエレクトロニクス 7.56 6.30 5.97 4.39 7.56 7.44 7.86  7.80  9.23  9.21 
ネットワークエレクトロニクス 8.12 7.78 6.85 6.32 3.43 3.24 5.21  5.29  7.93  8.31 
? ???? ? ??
?
セキュリティエレクトロニクス 7.27 7.58 6.43 6.51 3.14 3.29 4.74  4.67  8.14  8.16 
創薬基礎研究 8.07 7.73 7.53 5.85 1.46 1.06 2.14  1.97  8.13  8.30 
新規医療技術のための基礎研究 7.89 8.03 7.76 6.53 1.54 1.52 2.61  2.50  8.14  8.53 
脳の発生・発達 5.76 6.81 7.92 7.15 2.83 2.39 3.67  3.33  8.72  8.83 
脳の高次機能 5.60 6.52 7.66 7.09 2.78 2.39 3.83  3.61  8.61  8.72 
脳の病態の理解と治療 5.85 7.11 7.56 7.05 2.85 2.56 3.90  3.43  8.72  8.84 
再生医科学 6.96 7.25 7.68 7.33 2.84 2.33 4.09  3.69  8.58  8.81 
生体物質測定技術 6.67 6.67 7.11 6.21 2.92 2.68 4.58  4.35  8.57  8.69 
生命の高次機能制御 5.93 6.34 7.32 6.75 2.30 1.97 3.82  3.62  8.49  8.68 
情報生物学 7.26 7.19 7.70 7.35 2.27 1.80 3.72  3.31  8.43  8.84 
環境・生態バイオロジー 6.26 7.96 7.48 8.40 3.53 3.32 3.59  3.37  8.15  8.37 
?????? ??
?
ナノバイオロジー 7.65 7.12 7.88 7.14 3.23 3.11 4.39  4.15  8.78  8.84 
個別医療 6.36 7.27 6.44 6.44 2.56 2.26 3.60  3.35  8.54  8.60 
生体防御機構の解明と治療への応用 6.50 6.67 6.92 6.58 2.64 2.29 3.54  3.33  8.58  8.78 
QOL向上を目指した生体機能回復
およびその支援 
5.91 6.44 6.21 6.51 2.98 2.98 3.45  3.15  8.35  8.41 
ITの医療への応用 7.14 6.94 6.80 6.39 2.87 2.82 4.29  4.18  8.26  8.42 
人中心の医療と療養支援システムの
構築 
4.65 6.58 5.09 6.67 2.86 2.71 2.93  2.93  7.79  7.86 
予防医療 6.59 7.73 6.52 7.44 3.75 3.15 4.29  4.11  8.51  8.63 
新興・再興感染症対策 5.76 7.27 6.14 7.88 2.80 2.50 3.84  3.66  8.23  8.23 
??? ??? ??
?




















関与 現在 5年前 現在 5年前 現在 5年前
生物多様性と生態系の複雑な相互作
用の解明 
5.32 7.98 6.98 8.41 3.25 3.00 3.56  3.31  8.56  8.56 
バイオを利用した環境問題の解決と
環社会の実現 
  1   9 
循














7.78 7.06 7.46 6.59 2.56 2.37 4.54  4.28  8.68  8.82 
ゲノム
達機構の解明と革新的生産技術 
惑星探査技術 5.13 6.07 7.98 8.86 0.41 0.14 3.04  2.97  7.84  8.24 
地球型生命および太陽系外惑星探
査技術 
4.12 5.18 7.54 8.29 0.69 0.56 3.54  3.26  7.64  7.99 
宇宙と素粒子の研究 4.35 5.19 7.78 8.33 3.86 3.29 5.29  4.86  8.93  9.00 
有人宇宙活動基盤技術 5.96 6.07 6.92 8.42 0.27 0.20 2.91  2.91  6.69  7.43 
衛星基盤技術 6.41 6.84 6.84 8.33 0.74 0.61 3.18  2.77  7.09  7.84 
地球環境高精度観測・変動予測技術 6.67 8.10 7.86 8.86 3.46 3.08 5.19  4.55  8.78  8.78 
極限生命の探査・捕獲・培養技術 4.76 5.62 6.95 7.35 2.88 2.58 4.70  4.39  8.26  8.26 
地球深部観測技術 4.86 6.10 6.48 7.45 3.26 2.88 5.38  5.08  8.64  8.64 
深海底観測調査技術 5.75 6.58 7.25 8.07 3.88 3.58 5.95  5.74  9.05  8.99 
安全・安心社会の宇宙・海洋・地球技
術 





7.37 7.63 7.98 8.47 1.86 1.71 4.14  3.79  8.36  8.50 
革新的原子力システム 8.56 8.56 7.80 8.91 3.69 3.25 4.13  4.06  8.19  8.19 
水素エネルギーシステム 8.44 7.96 7.48 7.62 4.84 4.11 5.17  4.83  8.78  8.78 
燃料電池 8.64 8.02 7.04 6.85 5.64 4.90 6.42  5.83  9.17  9.17 
分散型エネルギーシステム 7.15 6.99 5.93 6.17 5.07 4.80 5.26  4.87  8.55  8.55 
再生可能エネルギー 7.73 7.94 7.09 7.94 4.94 4.42 4.65  4.42  8.90  8.95 
化石資源のクリーン利用技術 7.54 7.62 6.75 7.32 5.46 5.20 5.72  5.59  8.88  8.95 
エネルギー変換・利用の効率化 7.95 7.73 6.82 6.74 6.25 6.19 6.44  6.25  9.00  9.06 




資源再利用 7.42 7.88 6.29 7.75 6.13 5.83 4.69  4.55  9.00  9.17 
地球レベルの環境（温暖化を中心と
する） 
7.39 8.67 8.17 9.27 5.82 5.48 4.57  4.17  8.97  9.17 
都市レベルの環境（空間・計画・居
住） 
6.41 7.32 5.88 6.73 4.29 4.01 3.01  2.97  8.28  8.62 
生態影響の解明と対策（土壌、水を
した領域 含む）を中心と
5.39 7.59 7.52 7.90 4.24 3.95 3.72  3.43  8.31  8.49 
環境経済指標 6.44 7.11 5.70 6.97 4.82 4.52 3.63  3.21  8.63  8.69 
ライフスタイルと環境 6.11 6.81 6.18 6.81 5.17 4.83 2.72  2.78  8.22  8.33 
環境災害 6.59 8.00 6.15 8.22 4.46 4.29 4.05  3.81  8.57  8.75 
??
?
水資源 7.01 8.54 6.67 8.94 5.56 5.41 5.17  5.06  8.58  8.60 
ナノ材料モデリング・シミュレーション 7.33 7.25 7.92 6.83 3.71 3.29 5.21  5.00  8.86  9.14 
ナノ計測・分析技術 7.70 7.40 7.94 6.98 3.91 3.59 4.81  4.55  8.78  9.10 
ナノ加工・造型・製造技術 8.37 7.48 7.97 6.99 5.39 5.26 6.18  6.05  8.68  8.88 
物質・材料の創製・合成技術・プロセ
ス技術 
8.15 7.41 7.78 6.94 4.85 4.85 5.91  5.91  8.79  9.09 
ナノデバイス・センサ 7.48 7.13 8.15 6.31 4.93 4.93 5.96  5.74  8.46  8.60 
NEMS技術 8.12 7.35 7.69 6.75 4.24 3.96 5.83  5.42  8.61  8.96 
環境・エネルギー材料 7.59 6.94 7.22 6.57 4.70 4.24 5.08  4.92  8.86  8.94 





安全・安心社会に関わる 6.47 7.65 6.86 7.06 3.79 3.55 4.52  4.35  8.31  8.47 





















関与 現在 5年前 現在 5年前 現在 5年前
? バーチャルデザイン製造技術 7.37 6.14 6.05 5.00 4.57 4.29 6.14  5.93  8.50  8.71 
高付加価値製品製造技術 8.21 6.67 6.32 5.04 5.76 5.63 6.32  6.04  8.75  8.96 
ナノ加工・微細加工技術 8.70 7.72 7.07 6.42 6.38 6.32 6.91  6.78  8.88  9.21 
循環型・低環境負荷製造技術 6.75 7.54 6.14 6.67 6.21 5.93 4.79  4.36  8.86  9.00 
製造に係わる人間・ロボット 8.17 7.06 6.35 5.50 7.24 6.99 7.88  7.69  9.36  9.42 
特殊環境下製造技術 5.81 5.71 6.38 6.29 2.81 2.73 4.53  4.53  8.36  8.67 
社会インフラ関連高度製造技術 7.41 6.85 5.93 6.02 5.61 5.53 6.06  5.91  8.56  8.79 
??
?
表面改質と界面制御技術 6.97 6.06 5.45 4.65 5.89 5.56 6.21  6.05  8.79  9.11 
産業基盤の地域的な分散・集中によ
6.67 7.04 4.94 7.50 3.60 3.40 3.44  3.54  6.74  6.52 
る最適化 
ナレッジマネジメント 6.46 5.76 6.06 4.55 1.80 1.69 3.71  3.58  6.85  6.83 
企業の意思決定・ガバナンス・マネジ
6.77 5.38 5.27 3.64 2.34 2.18 3.42  3.25  6.58  6.75 
メント 
公的部門のガバナンス・マネジメント 6.19 6.90 4.64 7.70 2.13 2.13 2.69  2.79  6.35  6.73 
リスク管理・ファイナンス 6.67 7.02 5.36 6.09 1.20 1.20 2.60  2.69  6.92  7.12 
人的資源管理(教育、競争と協調の関
係) 
7.65 8.14 5.88 7.65 3.18 3.11 3.52  3.44  6.33  6.64 
経営における競争と協調 7.86 6.31 5.48 4.37 3.27 3.37 3.80  3.80  6.10  6.30 
サービス産業・サービス部門の生産
性向上 
7.38 5.36 4.76 3.22 2.40 2.20 3.44  3.33  7.19  7.40 
環境経営 6.86 7.45 6.08 6.29 5.00 4.84 2.89  2.73  8.05  8.05 
????
?
産業の牽引役となる芸術・文化・遊び 6.54 6.30 5.93 4.64 2.90 2.70 2.20  1.90  6.20  6.30 
人口非集中地域の社会基盤技術 6.05 7.98 4.74 7.75 3.64 3.64 3.41  3.33  6.74  6.97 
建造物の性能向上 6.67 6.57 5.37 5.69 6.08 6.00 5.83  5.58  8.58  8.58 
社会基盤施設の再生・維持・管理 6.98 7.70 5.24 7.24 5.50 5.29 4.29  4.07  7.86  7.93 
高齢化社会に対応した社会基盤技術 6.93 8.27 5.80 8.03 4.29 3.99 2.74  2.56  7.86  7.98 
社会基盤における環境技術 6.33 7.75 6.00 7.35 4.55 4.47 3.26  2.88  8.11  8.18 
総合的な水管理技術 6.92 8.25 6.42 8.55 5.51 5.37 4.85  4.85  8.24  8.38 
建築スケールの環境対策 5.56 5.74 4.72 4.76 5.17 5.00 3.75  3.67  7.67  7.83 
社会基盤としてのセキュリティ技術 6.43 7.44 5.89 7.05 1.91 2.11 3.29  3.22  7.63  7.70 
防災技術 7.17 8.58 6.58 9.17 5.43 5.29 6.00  5.86  8.43  8.64 
利用者・住民を含めた社会基盤の総
合マネジメント 
4.91 6.76 4.54 6.57 3.20 3.20 2.66  2.50  7.27  7.27 
新たな交通システム技術 7.33 7.78 6.22 7.42 5.54 5.27 5.14  4.93  8.18  8.38 
交通安全に関する技術 6.36 7.29 6.05 7.22 5.74 5.74 5.54  5.47  8.92  8.92 





6.99 6.91 5.61 6.41 5.63 5.42 4.79  4.58  8.26  8.26 
暮らしの安全･安心・安定 6.29 7.73 5.45 7.36 4.34 4.08 4.21  3.95  8.03  8.03 
都市の安全･安心・安定 6.44 7.78 5.56 8.30 4.31 4.44 4.50  4.56  8.00  8.00 
サービスのユニバーサル化 5.77 5.86 4.68 6.02 3.52 3.05 3.28  2.89  8.05  8.05 
高齢者・障害者の生活支援 5.94 7.61 5.51 8.22 3.84 3.48 2.56  2.32  8.23  8.17 
脳研究の社会応用 5.29 5.69 6.76 6.57 2.86 2.41 3.48  3.30  8.39  8.39 
国際的課題解決技術 6.26 7.58 6.36 8.65 1.64 1.29 2.07  1.90  6.29  6.55 
教育・学習支援技術 6.51 8.37 6.51 8.29 3.04 2.77 3.72  3.72  7.16  7.50 
文化と技術の継承保全 4.63 6.99 6.02 7.75 5.14 5.14 2.85  2.92  7.15  7.22 
知識生産システム 6.96 6.27 6.27 5.66 2.59 2.67 3.53  3.28  7.24  7.41 

























 経済発展 国の維持 知の世紀
③ 
国の関与
現在 現在 現在 
超大規模情報処理 5  5 4 4 2 4 5
ヒューマンサポート（人間の知能支援） 4  3 5 1 2 3 5
超トランスペアレント通信(空間共有)/ヒ
を支 2  ューマンインタフェース(人間の筋力
援) 
0 3 0 2 3 5
情報セキュリティ 4  5 3 4 1 2 4
社会システム化のための情報技術 4 5 4 4 1 2 4 
情報通信新原理 3    1 4 2 1 2 4







4 3 2 1 2 4
集積システム 5  5 5 2 2 3 4
シリコンエレクトロニクス 5    4 4 0 2 3 4
オプト＆フォトニックデバイス 4 3 4 2 3 3 5 
ワイヤレスエレクトロニクス 5  2 2 1 2 3 4
バイオ融合エレクトロニクス 3  2 5 2 1 2 4
分子・有機エレクトロニクス 4 1 4 2 2 3 5 
ストレージ 4  1 3 0 2 3 4
ディスプレイ 4    1 3 0 4 4 4
エネルギー変換・蓄積デバイス 5    4 4 2 3 4 5
デジタル家電 5    2 2 0 4 5 5
ユビキタスエレクトロニクス 5  3 2 1 3 4 5
ロボットエレクトロニクス 4 1 3 1     4 4 5
カーエレクトロニクス 4    0 1 0 4 4 5
ネットワークエレクトロニクス 5    4 3 1 2 3 4
? ???? ? ??
?
 3   セキュリティエレクトロニクス  3 2 1 1 2 4
創薬基礎研究 5  4 4 0 0 1 4
新規医療技術のための基礎研究 4  5 5 1 0 1 4
脳の発生・発達 0  1 5 3 1 2 5
脳の高次機能 0 1 4 3 1 2 5 
脳の病態の理解と治療 0 4 1 2 3 2 5 
再生医科学 2 5 1 2 3 2 5 
生体物質測定技術 2 4 1 1 1 2 5 
生命の高次機能制御 0  0 4 2 1 2 5
情報生物学 3 5 1 2 3 2 5 
環境・生態バイオロジー 1 4 2 4 5 2 4 
?????? ??
?
4 2 5 3   ナノバイオロジー   1 2 5
個別医療 1 2 1 3 1 2 5 




1 1 1 1 2 5




1 0 2 1 1 4
予防医療 2  4 2 4 2 2 5
新興・再興感染症対策 0 1 1 3 4 2 4 
??? ??? ??
?



















較 較 比較 
??
?
 経済発展 国の維持 知の世紀
③ 
国の関与









3 3 1 2 2 2 5 
????? ??
?
4 2 4 2 1 2 5 
ゲノム・プロテオーム及び生体情報伝達
機構の解明と革新的生産技術 
惑星探査技術 0 0 5 5 0 1 4 
地球型生命および太陽系外惑星探査
技術 
0 0 4 5 0 2 4 
宇宙と素粒子の研究 0 0 5 5 2 3 5 
有人宇宙活動基盤技術 1 0 3 5 0 1 4 
衛星基盤技術 1 1 3 5 0 1 4 
地球環境高精度観測・変動予測技術 2 5 5 5 2 3 5 
極限生命の探査・捕獲・培養技術 0 0 3 3 1 2 4 
地球深部観測技術 0 0 2 4 1 3 5 
深海底観測調査技術 0 1 4 4 2 3 5 





3 3 5 5 1 2 5 
革新的原子力システム 5 5 5 5 2 2 4 
水素エネルギーシステム 5 4 4 4 2 3 5 
燃料電池 5 5 3 2 3 3 5 
分散型エネルギーシステム 3 2 1 1 3 3 5 
再生可能エネルギー 4 4 4 4 2 2 5 
化石資源のクリーン利用技術 4 3 3 3 3 3 5 
エネルギー変換・利用の効率化 4 4 3 2 3 3 5 




資源再利用 3 4 2 4 3 2 5 
地球レベルの環境（温暖化を中心とす
る） 
3 5 5 5 3 2 5 





0 3 4 4 2 2 4 
環境経済指標 1 2 0 3 2 2 5 
ライフスタイルと環境 1 1 1 2 3 1 4 
環境災害 2 5 1 5 2 2 5 
??
?
水資源 3 5 2 5 3 3 5 
ナノ材料モデリング・シミュレーション 3 2 5 2 2 3 5 
ナノ計測・分析技術 4 3 5 3 2 2 5 
ナノ加工・造型・製造技術 5 3 5 3 3 3 5 
物質・材料の創製・合成技術・プロセス
技術 
5 3 5 3 2 3 5 
ナノデバイス・センサ 3 2 5 1 2 3 5 
NEMS技術 5 3 5 2 2 3 5 
環境・エネルギー材料 4 2 4 2 2 3 5 





安全・安心社 1 3 3 3 2 2 4 
高度IT利用製造技術 5 2 2 0 2 3 5 
バーチャルデザイン製造技術 3 0 1 0 2 3 5 
高付加価値製品製造技術 5 1 2 0 3 3 5 
ナノ加工・微細加工技術 5 4 3 1 3 4 5 
循環型・低環境負荷製造技術 2 3 1 2 3 2 5 
製造に係わる人間・ロボット 5 2 2 0 4 4 5 
??
?
















 経済発展 国の維持 知の世紀
③ 
国の関与
現在 現在 現在 
? 社会インフラ関連高度製造技術 3 1 1 1 3 3 5 
? 表面改質と界面制御技術 2 0 0 0 3 3 5 
産業基盤の地域的な分散・集中による
最適化 
2 2 0 4 2 2 4 
ナレッジマネジメント 1 0 1 0 1 2 4 
企業の意思決定・ガバナンス・マネジメ
ント 
2 0 0 0 1 2 3 
公的部門のガバナンス・マネジメント 1 1 0 4 1 1 3 
リスク管理・ファイナンス 2 2 0 1 0 1 4 
人的資源管理(教育、競争と協調の関
係) 
4 5 1 4 1 2 3 
経営における競争と協調 4 0 0 0 1 2 3 
サービス産業・サービス部門の生産性向
上 
3 0 0 0 1 2 4 
環境経営 2 3 1 1 3 1 4 
????
?
化・遊び 産業の牽引役となる芸術・文 1 0 1 0 1 1 3 
人口非集中地域の社会基盤技術 1 5 0 4 2 2 4 
建造物の性能向上 2 1 0 0 3 3 5 
社会基盤施設の再生・維持・管理 2 4 0 3 3 2 4 
高齢化社会に対応した社会基盤技術 2 5 1 4 2 1 4 
社会基盤における環境技術 1 4 1 3 2 1 4 
総合的な水管理技術 2 5 2 5 3 2 4 
建築スケールの環境対策 0 0 0 0 3 2 4 
社会基盤としてのセキュリティ技術 1 3 1 3 1 1 4 
防災技術 3 5 2 5 3 3 5 
利用者・住民を含めた社会基盤の総合
マネジメント 
0 1 0 2 1 1 4 
新たな交通システム技術 3 4 2 3 3 3 4 
交通安全に関する技術 1 3 1 3 3 3 5 





2 1 0 1 3 2 4 
暮らしの安全･安心・安定 1 4 0 3 2 2 4 
都市の安全･安心・安定 1 4 0 5 2 2 4 
サービスのユニバーサル化 0 0 0 1 2 1 4 
高齢者・障害者の生活支援 0 3 0 5 2 1 4 
脳研究の社会応用 0 0 3 1 1 2 5 
国際的課題解決技術 1 3 2 5 0 1 3 
教育・学習支援技術 1 5 2 5 1 2 4 
文化と技術の継承保全 0 2 1 4 3 1 4 
知識生産システム 2 0 2 0 1 2 4 
遊びの技術 1 0 0 0 3 3 4 
????
?






























































































創薬基礎研究 ●新規医療技術のための 報 学 医 ●環 イ ●脳の
●ナノバイオロジー 物 ●脳の
●脳の の理
















●ITの への応用 予防医療 ●個 療 ●QOL 生体機能回復･支






























●地球レベルの環境（温暖化中心） ●環境災害 ●都市ﾚﾍﾞﾙの環境（空間・計画・居住） ●生態影響解明と対策（土壌、水含）
●水資源 ●環境経済指標
●ラ ス ル 境
●ナノ加工・造型・製造技術 ノ材料モデリ ミ に関わ
●物質・材料の創製・合成技術・ﾌﾟﾛｾｽ ●環境・エネルギー材料 ●ナノデバイス・センサ
●NEMS技術 ●ナノバイオロジー








非 地 技 境対策






















































































科学 術 する 宙・
地













革命を先導 宇 海 ●
術












●集積システム ●シリコンエレクトロニクス ●オプト＆フォトニックデバイス ●ワイヤレスエレクトロニクス ●分子・有機エレクトロニクス ●カーエレクトロニクス
●エネルギー変換・蓄積デバイス ●ユビキタスエレクトロニクス ●バイオ融合エレクトロニクス ●ストレージ
●ネットワークエレクトロニクス ●セキュリティエレクトロニクス ●デジタル家電 ●ディスプレイ
●ロボットエレクトロニクス


























●ナノ加工・微細加工技術 ●循環型・低環境負荷製造技術 ●高度IT利用製造技術 ●高付加価値製品製造技術 ●バーチャルデザイン製造技術
●製造に係わる人間・ロボット ●社会インフラ関連高度製造技術 ●特殊環境下製造技術
●表面改質と界面制御技術





●人口非集中地域の社会基盤技術 ●社会基盤施設の再生・維持・管理 ●社会基盤としてのセキュリティ技術 ●建造物の性能向上 ●建築スケールの環境対策
●高齢化社会対応の社会基盤技術 ●社会基盤における環境技術 ●交通安全に関する技術 ●住民含めた社会基盤総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
●総合的な水管理技術 ●新たな交通システム技術 ●環境にやさしい効率的物流ｼｽﾃﾑ
●防災技術 ●交通機関の環境対策
●教育・学習支援技術 ●暮らしの安全･安心・安定 ●高齢者・障害者の生活支援 ●文化と技術の継承保全 ●サービスのユニバーサル化

























































●集積システム ●シリコンエレクトロニクス ●ストレージ ●ワイヤレスエレクトロニクス ●カーエレクトロニクス









●生体防御機構の解明と治療への応 ●個別医療 ●QOL向上目指した生体機能回復･支 ●人中心の医療と療養支援システム
●ITの医療への応用 ●予防医療 ●新興・再興感染症対策
●高齢化社会に向けた医療・福祉




●革新的原子力システム ●水素エネルギーシステム ●燃料電池 ●資源再利用 ●分散型エネルギーシステム ●資源アセスメント
●再生可能エネルギー ●化石資源のクリーン利用技術
●エネルギー変換・利用の効率化










































































































●地球レベルの環境（温暖化中心） ●生態影響の解明と対策（土壌、水 ●環境経済指標 ●都市ﾚﾍﾞﾙの環境（空間・計画・居住）
●環境災害 ●ライフスタイルと環境
●水資源














●総合的な水管理技術 ●人口非集中地域の社会基盤技術 ●社会基盤施設の再生・維持・管理 ●住民含めた社会基盤総合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ●環境にやさしい効率的物流ｼｽﾃﾑ ●建造物の性能向上





●都市の安全･安心・安定 ●文化と技術の継承保全 ●暮らしの安全･安心・安定 ●サービスのユニバーサル化 ●知識生産システム










































































































































































　④－１　　現在の日本の水準は米国と比べて　　　１：日本が優位　  ２：日本がやや優位　  ３：対等　  ４：米国がやや優位　　５：米国が優位
　④－２　　 　５：米国が優位
⑤欧州との




現在の日本の水準は欧州と比べて　　　１：日本が優位　  ２：日本がやや優位　  ３：対等　  ４：欧州がやや優位　
　　 　５：欧州が優位
⑥アジア


















































































 分野  領域 概要 





































































は、QOL (Quality of Life)の視点でも重要であり、AV、ロボット、インテリア等と、それ
らのヒューマンインタフェースや部品、連携する社会システム等を対象とする。 
 34
























































































































































 分野  領域 概要 
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